
 
自然科学

「脳神経情

「機能生命

 

日時  ：２

場所  ：生

世話人：「脳

     「機

 

 

9:00 – 9:0

 

-------------

 

9:05-9:10

 

9:10-9:35

   

 

9:35-10:0

 

10:00-10:

 

10:25-10:

 

10:45-11:

 

11:10-11:

   

 

11:50 – 1

 

13:00-13:

学研究機構プ

情報の階層

命科学にお

２０１３年３月

生理学研究所

脳神経情報

機能生命科学

05 「挨

---------------

0 「イ

5 「大

 

00 「脳

:25 「活

:45 コー

10 「“W

50 「随

 

3:00  昼

:40 「想

【自然科学

プロジェクト

層的研究」 

おける揺らぎ

月５日（火） 

所（山手地区

の階層的研

学における揺

挨拶」 所長 

----- 第一部

ントロダクシ

鍋倉淳

大脳皮質 FS

窪田芳

脳神経とグリア

松井 

活動電位発生

加藤 

ーヒーブレーク

We-mode” 

定藤規

随意運動中の

松崎政

昼食 

想起後の恐怖

喜田 

学研究機構プロジ

ト 合同シン

ぎと決定」 

区） ３号館２

研究」 生理学

揺らぎと決定

部 「脳神経情

ション」 

淳一（生理学

バスケット細

芳之（生理学

アの二階層間

広（生理学研

生に伴うミクロ

剛（ 生理学

ク 

neuroscien

規弘（ 生理学

の運動野局所

政紀（基礎生

怖記憶制御の

聡 (東京農

ジェクト 合同シン

ンポジウム

２階西大会議

学研究所生体

定」 生理学研

情報の階層的

学研究所・生体

細胞から錐体

学研究所・大脳

間情報伝達過

研究所・脳形

ログリア細胞

学研究所・生

nce: ２個人

学研究所・心

所回路におけ

生物学研究所

のダイナミクス

農業大学応用

ンポジウム 2013】

議室 

体恒常機能発

研究所神経機

的研究」 ---

体恒常機能発

体細胞への抑

脳神経回路論

過程の解明

形態解析研究

胞突起の軸索

体恒常機能

同時計測 M

心理生理学研

ける神経細胞

所・光脳回路部

ス」 

用生物科学部

】 

発達機構研究

機能素子研究

----------------

発達機構研

抑制性シナプ

論研究部門

」 

究部門） 

索への介入 

及びその機

発達機構研

RI 研究」 

研究部門） 

胞の動的活動

部門） 

部) 

究部門 鍋倉

究部門 久保

---------------

研究部門） 

プスの結合特

） 

機能的役割の

研究部門） 

動」 

倉淳一 

保義弘 

- 

特性」 

の解析」 



 

-------------

 

13:40 - 13

13:45 - 14

 

14:25 - 15

 

15:05 - 15

 

15:45 - 16

 

16:05 - 16

 

16:30 - 16

 

16:55 - 17

 

17:20 - 17

 

 

---------------

3:45 「イ

4:25 「ア

5:05 「生

5:45  「時

6:05 コー

6:30 「シ

～

6:55 「温

7:20 「細

7:25 「シ

【自然科学

----- 第二部

ントロダクシ

久保義

 

アリの採餌行動

西森 

生きているこ

金子邦

時計タンパク

秋山修

ーヒーブレーク

ナプス伝達制

～PSD-95 パ

深田正

温度感受性 T

富永真

細胞外アシドー

佐藤（

（生理

ンポジウム全

 

学研究機構プロジ

部 「機能生命

ション」 

義弘（生理学

動における決

拓（広島大学

ことの状態論

邦彦（東大総

ク質の概日揺

修志（分子科

生命

ク 

制御における

パルミトイル化

正紀、深田優

TRP チャネル

真琴（岡崎統

ーシスがもた

沼田）かお理

理学研究所・機

全体の結び」

ジェクト 合同シン

命科学におけ

学研究所・神経

決断とゆらぎ

学・理・数理

論――生命シ

総合文化・複雑

揺らぎの分子

科学研究所・

命・錯体分子

る揺らぎと決

化酵素による

優子（生理学

ルの活性化温

統合バイオサ

たらす脳神経

理、沼田朋大

機能協関研究

」 副所長 

ンポジウム 2013】

ける揺らぎと

経機能素子研

ぎ」 

分子生命理

システムの

雑系生命セン

子化学的解明

子科学研究領

決定 

るポストシナ

研究所・生体

温度閾値の変

生理

イエンスセン

経細胞障害へ

大、岡田泰伸

究部門） 

】 

と決定」 -----

研究部門） 

学専攻） 

可塑性と安

ンター） 

明を目指して」

領域生体分子

プス膜ドメイ

体膜研究部門

変化（揺らぎ

理学的意義」 

ンター・細胞生

へのアニオン

それらへの温

伸 

----------------

安定性」 

」 

子情報研究部

イン制御機構

門） 

ぎ）のメカニズ

生理研究部

ンチャネルの関

温度変動の

----------- 

部門） 

構～」 

ズムと 

門） 

関与と、 

影響」 



 

 ラットの大

される IPS

Neuroluci

３次元観察

40μm より

にシナプス

子顕微鏡連

結果、細胞

上のシナプ

棘突起上の

 

 

大
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察を組み合

り近位にシ

ス入力するペ

連続切片観

胞体に接着

プス面積は

のシナプスの

大脳皮質

窪田芳之

のスライス標

ア電気生理記

た樹状突起

わせて行っ

ナプス結合
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観察によって
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さらに小さい

のコンダクタ
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抑制性シ
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標本を用いて

記録法で解

起と軸索の
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合を持ったペ

PSC は検出

て３次元再

プスの面積は

い事がわか
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シナプスの

 
究所大脳神
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の３次元解析

バスケット細
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出できない
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さい為と考え
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胞の発火に
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微鏡による
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の PSD の
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体細胞の細
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らのシナプス

面積を測定

面積は小さ
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り、神経回路

 【目
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et al., J Neu
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urosci. 29(
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at Methods
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School of M
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関する形で
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せた際に、2
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脹に伴い軸

や貪食を行い
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接触の減少が
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示唆された

(13): 3974-
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究】 

細胞突起の

割の解析

rew J. Moo

体恒常機能

ciences, Un
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チャネルよ
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の腫脹が認

その際にネク

膜電位を過

ンチャネル

後の膜電位の

から、神経細

胞の細胞体

の介入 

鍋倉 淳一

研究部門 

f New Sou

経活動や経験

al., 2009, T

ニズムや接触

リア細胞が

ャドウパッチ

い、2 光子顕

観察した。大

激の持続時間

周辺領域へ

より放出され

能性が考え

（＞10 分）か

認められた。

クローシス様

過分極させ静

の阻害によ

の上昇の持

細胞の過活

体に対して傷

 【目

1 

th Wales, 

験依存的

Tremblay 

触により

蛍光標
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への侵入
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えられた。
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よりマイク

持続によ

活動に伴
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で展開してき

のであり（I-m

なかった。生

活動を同時
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私たち」の脳
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mode” n
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構の研究は
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きた。しかし、

mode）、社会
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時に計測する
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euroscie
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は、子どもの
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会的相互作

所では、２台

ることに成功

意を共有する

アイコンタクト

(We-mode

情報の階層的研究
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ence: 2 個

研究所心理

の発達過程を

能的磁気共

人が単独で

作用の特徴で

台の MRI を

功した。これ

ることからコ

トで同期し、

e neuroscie
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個人同時計

理生理学研究

を観察するこ

共鳴画像（機

で特定の課題

である「双方

を用いて、コ

れによって、対

コミュニケー

共同作業を

ence)が始ま

計測 MRI

究部門） 

ことによって

機能的 MR

題を行ってい

方向性」(We

ミュニケーシ

対面する「私

ションをはじ

を通じてその

まリつつある

I 研究 

て様々な社会

RI）を用いて

いる時の活

e-mode)を

ションをとっ

私たち」は目

じめること、

の同期は強

る。 

 【目

会的行

て明らかに

活動を計

計測する

っている２

目でつな

そしてそ

強まること
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松崎政
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バー引き運動
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数理解析で
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動野局所回

紀（基礎生

機構を細胞

動課題を開発

野第 2/3 層

ムや細胞体

できるように

ピュレーション

団に比べ、レ

での回帰性

された。 
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回路にお

 

物学研究所

レベルで明

発した。この

層において

体抽出アルゴ

にし、レバー
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レバー運動
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所光脳回路

明らかにする
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しており、また

より安定した
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た運動指
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on.  It is 
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o the dark 
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アリは、個

種々の複雑

の様々な集

因物質を利

一方で、サ

主に太陽の

能にしてい

 

我々は、次

1. 採餌経

2. 採餌経

 

前者につい

の走化性お

つの情報(

行っている

1) 採餌前

2) 帰巣モ

最優先

 

後者につい

方向への走

計算機実験

 

なお、本研

昨年度まで

 

別には比較

雑な振る舞

集団行動の

利用した効率

サバクアリな

の偏光から

いる。 

次のアリの採

経路選択にお

経路構築にお

いては、日本

および視覚

(視覚情報・

るか、実験・

前の探索モー

モードにおい

先情報を切り

いては、走化

走化性)が働

験により示唆

研究の多くは

での大学院

アリの

西森拓 

較的単純な

舞いをするこ

のなかでも、

率的な集団

など、揮発性

進行方向を

採餌に関して

おける決断の

おけるゆらぎ

本やヨーロッ

覚に関する情

化学情報)を

画像解析に

ードから採餌

いて頼るべき

り替えること

化性に基づ

働くことが、

唆されてい

は、我々の研

院生の荻原悠

 

【機能生命科学

の採餌行動

（広島大学

作業の遂行

とが知られ

採餌行動へ

団採餌は、実

性の高い地面

を認識し、歩

て次の二つ

の機構 

ぎの効果 

ッパの温帯

情報の両者を

をどのように

により定量的

餌後の帰巣

き複数の方向

となどがわか

づく経路決定

経路選択に

るので、これ

研究グルー

悠佑氏が中

学おける揺らぎと
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動における

 

学・理・数理分

行能力しか備

れており、社会

への関心は

実験•理論両

面で活動す

歩数カウンタ

つの点に関心

地方にひろ

を利用し採

に組み合わ

的な考察を行

巣モードへの

向情報が互

かってきた。

定において、

に有利になる

れについて

プ(広島大・

中心となって

決定】 

る決断とゆ

分子生命理

備えていな

会性昆虫の

高く、特に、

両面から広く

するアリは、

ターと組み合

心をもち研究

ろく棲息する

餌行動を行

わせて(あるい

行った。これ

の内部モード

互いに矛盾し

 

採餌集団に

ることがマル

解釈を行う

・理・数理分

遂行された

ゆらぎ 

理学専攻） 

いにもかか

の典型例と見

、フェロモン

く研究されて

フェロモンを

合わせること

究を行ってい

るトビイロケア

行っているこ

いは取捨選

れまでの結果

ドの切り替え

している場合

に中で一定

ルチ・エージ

。 

分子生命理学

たものである

かわらず、集

見なされてい

ンと呼ばれる

てきた。 

を利用する

とで、長距離

いる。 

アリが、フェ

ことに注目し

選択して)採餌

果として、 

えが起こる事

合、「矛盾度

の判断ミス

ジェントモデ

学専攻)の 

る。 

   【目

集団として

いる。アリ

る一連の誘

るのではなく

離採餌を可

ェロモンへ

し、これら二

餌行動を

事、 

度」に応じて

ス(=誤った

ルによる
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生命システ

していくダイ

に影響する

される。そ

立つ法則を

適応、発生

や動態と関

具体的には

たす普遍的

細胞内動態

して遺伝的

を中心とし
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生きてい

テムは分子

イナミックな

る、というよ

の整合性維

を見出そうと

生、進化を例

関連づける研

は、理論、実

的性質、（２

態と細胞間

的変異に対

して紹介し、

何か（第２版

ntroduction

バイオロジー

       

いることの

金子邦彦

、細胞、組織

な系である。

うに部分と

維持のため

とするのが

例にとって、

研究の一端

実験両面の

）細胞成長

間相互用によ

する安定性

生物学的可

版）ーー複雑

n to Comple

ー（岩波）第

       

 

【機能生命科学

の状態論―

彦 （東大総

織、個体とい

ここで例え

全体は相互

めに課される

が、われわれ

生命システ

端を紹介する

の協働作業で

長と遺伝子発

よるダイナミ

性の関係な

可塑性とロバ

雑系生命科学

ex System

3 章 2010

      

学おける揺らぎと
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――生命シ

 

総合文化・複

いった階層

えば、組織は

互に影響しあ

る制約を数理

れが進めてい

テムの可塑

る。 

で、（１）細胞

発現の揺らぎ

ミックな細胞

どを明らか

バストネスに

学へ（東大出

ms Biology 

 

       

決定】 

システムの

複雑系生命セ

層性を持ち、

は細胞からな

あいながら

理的に表現

いる複雑系

性、安定性

胞複製が続

ぎの帰結と

胞分化の仕組

かにしてきた

について議論

出版会２００

(Springer, 

       

の可塑性と

センター） 

その各階層

なる一方で

変化し、階

現して、生命

系生命科学の

性、進化可能

続く際にタン

しての一般

組み、（４）発

た。これらの

論したい。 

０９） 

2006) 

       

と安定性 

層が揺らぎな

組織が各細

層間の整合

命現象に普遍

の立場であ

能性を表現型

ンパクの量の

般的な適応の

発生過程で

研究を、特

       

ながら増殖

細胞の性質

合性が形成

遍的に成り

ある。複製、

型のゆらぎ

の分布のみ

の原理、（３

でのノイズそ

特に（３）（４）
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シアノバク

応という形

質の一つで

動させる．

これまで

可能性の１

て時を計る

本質的に速

いずれに

され，それ

酸化部位に

の高いＸ線

の ATPas

御状態に呼

らの結果を

 

 

時計タ

修志 （分子

クテリアの生

形で，時計タ

で，KaiA と

 

での研究結果

１つは，遅く

る方法である

速い分子運

にせよ，答え

れ以降，リン酸

に限定され

線結晶構造

se 活性が負

呼応して Ka

をもとに Kai

タンパク質

子科学研究

生物時計は大

ンパク質 K

KaiB が共

果は，周期

くかつ温度補

る．もう一つ

運動をカウン

えは KaiC の

酸化変異体

れた軽微なも

を土台に，

負帰還制御

aiC の構造

i タンパク質

 

【機能生命科学

の概日揺

究所 生命・錯

大変ユニー

KaiC の分子

存する試験

決定機構が

補償された化

つは，我々の

ントアップして

の動的構造

体についての

もので，周期

より動的な

下にあり，こ

造が概日周期

質時計の源振

学おける揺らぎと
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揺らぎの分

 

錯体分子科

ークなもので

子内に取り込

験管内で AT

が KaiC に

化学反応を

の知らない分

ている可能性

造の内にある

の続報があ

期決定機構

な計測を展開

これが周期

期で変化す

振動につい

決定】 

子科学的

科学研究領域

で，地球の自

込んでいる．

TPase 活性

秘められて

を用い，１日

分周回路の

性である．

る．２００４年

あった．観察

構の中核に迫

開することが

期決定因子の

することを見

いて議論した

的解明を目

域 生体分

自転周期を

KaiC は３種

性やリン酸化

ていることを示

に１～数回

のような仕組

年に KaiC の

された Ka

迫り切れて

が求められて

の有力候補

出しつつあ

たい． 

目指して 

分子情報研究

をリズミックな

種類ある K

化状態を概日

示唆する．

回程度のイベ

組みが KaiC

のＸ線結晶構

iC の構造

ていない．い

ている．現在

補であること

ある．本発表

究部門） 

な生化学反

Kai タンパク

日周期で変

想定される

ベントをもっ

に内在し，

構造が発表

変化はリン

いまこそ，質

在，①KaiC

，②その制

表では，これ

【目次へ戻る】
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神経シナ

の分子基盤

出力がなさ

産み出す複

脳内の興奮

トシナプス

を含めた研

ポストシナ

はパルミト

ル化レベル

ナミックに制

 

 

SD-95 パ

深

ナプス間の

盤を成す。こ

される単純な

複雑で可塑

奮性シナプ

ス膜での発現

研究からこの

ナプスでの発

トイル化脂質

ルを制御す

制御するこ

シナプ

ルミトイル

深田正紀、深

情報伝達効

この神経シ

なものでは

塑的なシステ

プス伝達の大

現量によって

のAMPA受

発現量によっ

質修飾酵素

ることで、P

とを報告す

 

【機能生命科学

プス伝達制

ル化酵素に

深田優子 （

効率は外界

ナプス間の

なく、パター

テムである。

大部分を司

て決定され

容体のポス

って制御され

素DHHC2が

PSD-95のシ

する。 

学おける揺らぎと
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制御におけ

によるポス

 

（生理学研究

界刺激によっ

の情報伝達は

ーンや強度

近年の研究

るAMPA型

ていることが

ストシナプス

れることが分

がシナプス膜

シナプス発現

決定】 

ける揺らぎ

ストシナプス

究所・生体膜

って動的に

はある固定

が異なる様

究からこのシ

型グルタミン

が明らかに

ス膜での機能

分かってき

膜における足

現量を制御

と決定 

ス膜ドメイ

膜研究部門

変化し、この

定した入力情

様々な入力に

シナプスの“

酸受容体(A

になってきた

能発現は足

た。このよう

足場蛋白質

御し、ポストシ

イン制御機

門） 

の性質は記

情報に対し常

に応じて異な

“可塑性”と

AMPA受容

た。また、最近

足場蛋白質

うな背景で今

質PSD-95の

シナプス膜構

機構〜 

記憶や学習

常に一定の

なる出力を

いう性質は

容体)のポス

近の私ども

PSD-95の

今回、私共

のパルミトイ

構造をダイ

【目次へ戻る】
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温度感

 

 

 

私たちは

を感じて活

値は最も高

い温度によ

値がダイナ

えられる。

能性がある

特に、恒温

上で、同じ

適した活性

過酸化水素

PIP2 感受

大きく変化

秒〜日オー

（揺らぎ）か

 

 

感受性 TR

富永真

は３０度を超

活性化する９

高い TRPV2

よって活性化

ナミックに変

また、様々

る。加えて、

温動物と変温

じ温度感受性

性化温度閾

素による酸

受性を変化さ

化させた TR

ーダーのダ

から、その揺

RP チャネ

真琴 （岡崎

超える温度変

９つの温度感

2 の約５２度

化するチャネ

変化する（揺

な細胞環境

、地球上の

温動物は異

性 TRP チャ

値が決まっ

酸化によって

させて活性

PV3, TRP

ダイナミックな

揺らぎの決定

 

【機能生命科学

ルの活性

生

崎統合バイオ

変化の中で

感受性 TR

度から TRPA

ネルである

らぐ）ことで

境の変化で温

生物は幅広

異なる環境温

ャネルの活性

ったと推定さ

て温度感受

化温度閾値

PA1 を紹介

な変化（揺ら

定メカニズム

学おける揺らぎと

11 

性化温度閾

理学的意

オサイエンス

で環境温度を

RP チャネル

A1 の約１５

。個々の温

で、さまざまな

温度センサ

広い温度域

温度感知シ

性化温度閾

される。そこ

受性を変化さ

値を変化させ

して、温度感

らぎ）と進化

ムとその意義

決定】 

閾値の変化

意義 

スセンター

を感じなが

ルが明らかに

５度まで幅広

温度感受性

な温度依存

サーの活性化

に生息して

システムを持

閾値の変化（

こで、温度感

させた TRP

せる TRPM

感受性 TR

化という大きな

義について

化（揺らぎ）

細胞生理

ら生きてい

になっており

広い。また、

TRP チャ

存的な生理現

化温度閾値

ており、異な

持っていると

（揺らぎ）が起

感受性 TRP

PM2、環境

M8、進化の

P チャネル

な時間の中

議論したい

）のメカニ

部門） 

いる。これま

り、その活性

９つのうち

ャネルの活性

現象に対応

値も大きく影

なる体温を有

と考えられ

起こり、その

P チャネル

境温度変化に

の過程で温度

ルの活性化温

中での種を越

い。 

ズムと 

でに、温度

性化温度閾

５つは温か

性化温度閾

応できると考

響される可

有している。

る。進化の

の生物種に

ルの中で、1)

に対応して

度感受性を

温度閾値の

越えた変化

【目次へ戻る】
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細胞外ア

 

（1 生理学

 

 

脳虚血や

胞やグリア

いる。近年

あるが、そ

を用いて、
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